
棚倉町教育委員会指定「キャリア教育」 福島県教育委員会指定「キャリア教育推進事業」

自分のよさを伸ばし、
「なりたい自分」の実現に向けてチャレンジする生徒の育成

～学ぶ意欲とスキルを育てる授業づくり～

棚倉町立棚倉中学校

学級活動

職場体験



学校紹介
本校は、生徒会のスローガン
「凡事徹底」を合言葉に、
学校生活を送っています。

教育目標 「生きる希望」と「生きる力」の育成
１６学級 ３６４名

本校生徒の実態
○行事を通して学級・学年集団としてまとまることができる。
○将来の夢や目標を持っている。
▲課題意識をもって学習に取り組む姿勢が弱い。
▲「なりたい自分」になるために、粘り強く取り組もうとする力が弱い。

体育祭



発表内容

１ キャリア教育推進のポイント

２ 今後の取組について 小・中交流

合唱練習



「なりたい」
自分の
実現へ②キャリア・パスポート

生徒の「自己理解」
教師の「生徒理解」

①立志教育
「生き方」を考える

④ほめポイント
組織的・共有化

③キャリア手帳
自己管理能力の育成

⑤意思決定の場
「自分で決める」をモットーに
自己選択・自己決定

キャリア教育の推進イメージ

１ キャリア教育推進のポイント

⑥ガイダンスとカウンセリング
集団の場での指導
個別の課題への対応



【研究副主題】
令和３年度 主体的・対話的に学び合う学習集団づくり
令和４年度 学ぶ意欲とスキルを育てる授業づくり
令和５年度 生涯の学びを支える自己マネジメント力の育成

１ キャリア教育推進のポイント

教員・生徒の双方が、身に付けたい力を意識
学ぶ意欲の喚起（各教科・各学年ごと）



（１）立志教育の推進
小・中学校の成果を振り返り，「夢」の先にある「志」の視点で，将来を考える節目の行事

志に向かって(3年)

志を立てる(2年)

志を求めて(1年)

アドバイザー
岡野誠さん

立志式

人生の経営者は自分 自分で決める

夢がゴールではない。その先に志がある。



（２）キャリア・パスポートの活用

生徒・保護者・学校のコミュニケーション・ツール へ子どものよさを上級学校へ引き継ぐ

キャリア・パスポートの活用による効果

児童・生徒が書いた学校行事の記録や、学期ごとの目標・振り返りの
記録を上級学校へ引き継ぐことで、

○生徒自身の自己理解

・自分自身の成長を実感し、意欲の向上につなげることができる。

・目標を設定し、振り返るというサイクルを形成することができる。

○教師の生徒理解

・多角的な視点から生徒一人一人のことを考えることができる。

・生徒や保護者との関わりに生かすことができる。



（３）キャリア手帳の活用（フォーサイト手帳）

【合い言葉】 常に手元に置き

「気づいたら，すぐに開いて書く」

目標⇒計画⇒実行⇒振り返り⇒新しい目標

将来を見据えて，子供たちの発達を支援するため活用

教科等横断的な活用・常時活用



（４）ほめポイントの共有

「ほめポイント」
設定した資質・能力に照らし合わせた、その子のよさや将来に向けて伸ばしたいところ。

学年ごとに、各学期で育てたい資質・能力を設定
→ ほめる 「できたことを見取って、価値付けする」の繰り返しを重視

ほめへのプラス
(ほめ) 例：あいさつが気持ち良くて良いね!

(ほめプラス) 例：あいさつができると立派な社会人になれるね。

組織的なほめ、ほめの共有化

保護者・地域とも共有していく



【各学年で育てたい資質・能力】

１学年「互いに協力し合い、自分のよさを伸ばせる力」

２学年「自分のよさを大切にし、前向きに挑戦する力」

３学年「自分のよさを生かしながら、将来の生き方について

考える力」

※ キャリア教育全体計画や各教科等の年間計画、各学年・各学期で育てたい資質・能力
には、目の前の子どもたちの現状を踏まえた具体的な目標となる資質・能力の設定が必要。

（４）ほめポイントの共有～子どもの姿から～



（５）意図的・組織的な意思決定の場の設定

フォーサイト手帳活用の応用

【自己選択・自己決定】

学習の進め方を自ら調整する力の育成 テスト計画表（課題中心型）



【ガイダンス】 集団の場で必要な指導や支援

【カウンセリング】生徒が抱える課題に個別に対応した指導

⇒ 双方の充実により、子どもたちの発達を支援

人間関係や集団づくり（学級経営）の充実
※キャリア・パスポートによる教師の「生徒理解」や、「ほめポイント」

の共有などの取組を生かす。

（６）ガイダンスとカウンセリングの充実



２ 令和５年度の取組について

（１）立志教育の推進

・「志」を立て、「生き方」を考える契機とする。

「１年・志を求めて」（ドリームマップ作成、等）

→「２年・志を立てる」（立志式）

→「３年・志に向かって」 ※学習活動の流れの確立



２ 令和５年度の取組について

（２）生徒の自発的・自治的な活動の推進

①「意思決定」「合意形成」の場の意図的・組織的な設定

例）生徒主体の学級活動の実施、生徒会活動の活性化

→「自分で決める」をモットーに！

②キャリア・パスポートの活用推進

→ 生徒の「自己理解」、教師の「生徒理解」の充実

ＰＤＣＡサイクルの確立

③フォーサイト手帳の活用

→ 自己理解・自己管理能力のさらなる向上



２ 令和５年度の取組について

（３）探究的な活動の推進

・自らテーマを設定して学ぶ「探究学習」の実施

（総合的な学習の時間を中心として）

→ 自ら課題に気付き、学びを深める学習活動を

通して、学ぶ意欲とスキルを向上させる。



２ 令和５年度の取組について

（４）「ほめポイント」の明確化と共有

・各学年・各学期で育てたい資質・能力を

「ほめポイント」として共有

→ 生徒ができたこと・成長したことを見取り、

組織的な「価値付け」を行う。
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